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【学校教育課】 

【教育センター】 

 

不登校支援について 
 

１ 校内サポートルームの利用状況等について 

（1）令和６年度 校内サポートルームの月ごとの利用人数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※２学期から他校の校内サポートルームを利用できるとしたところ、保護者からの

問合せが数件あったが、今のところ利用はない。 

 

（2）利用児童生徒の様子 

・自分で一日の学習の計画を決めることで、今までより意欲的に様々な活動や学習に取り組む

ようになった。 

・校内サポートルームを利用する児童生徒同士や指導員との交流を通して、社会性を身につけ 

るきっかけとなった。 

・休み時間にクラスの友達が校内サポートルームに遊びに来てくれたことがきっかけ 

となり、教室で授業を受けることができた。 

・一時的に校内サポートルームにおいて心のエネルギーをたくわえることで、これま 

では早退していた児童生徒が再び学級に戻り、授業を受けるようになった。 

・昨年度まで不登校だった生徒が、２学期から校内サポートルームに通うことができ 

るようになり、保護者も大変喜んでいた。 

 

２ 不登校児童生徒支援事業「体験活動」について 

（1）不登校児童生徒支援事業「体験活動」参加者数の推移 
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※その他はＲ４から実施（富山市科学博物館、富山市ファミリーパーク等） 

報告事項２４
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（2）参加者の様子 

 ・「富山市子どもの村」での活動では、参加回数等に関係なく、児童生徒の交流が見られた。ま

た、参加した児童生徒一人一人が自分で活動プログラムを考え、他の参加者と協力しながら

主体的に活動する様子が見られた。 

 ・「富山市科学博物館」「富山市ファミリーパーク」等の活動では、施設の見学順を自分で考え、

他の参加者と一緒に科学実験や動物の飼育体験に取り組む様子が見られた。 

 ・不登校だった児童生徒が、本事業への参加をきっかけに富山市適応指導教室へ通級すること

ができるようになった。 

 

３ 富山市適応指導教室（ＭＡＰ婦中、ＭＡＰ豊田）の利用状況等について 

（1）富山市適応指導教室（ＭＡＰ婦中、ＭＡＰ豊田）通級者数の推移 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2） 通級者の様子 

 ・異年齢交流等のイエナプラン的教育の要素を取り入れた運営を行うことによって、下級生に

教えたり、上級生に教えてもらったりといった学び合いが生まれ、多様な立場を経験するこ

とをとおして、自己有用感の高まりにつながった。 

 ・スポーツ活動では、準備や片付けに際し、上級生がリーダーとして率先して動き、下級生に指

示を出すなど、上級生としての心構えが下級生に引き継がれる様子が見られた。 

・富山県中央植物園での植物栽培では、育てるよろこびと収穫するよろこびを実感するだけで

なく、収穫した野菜を各家庭で調理した際の工夫点について話し合う姿が見られた。 

 ・校内サポートルームと併用しながら通級することで、最終的には毎日学校に通えるようにな

った通級生がいた。 
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